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＊定員 300名＊

（火）

第 1回 10/27 世界史の中の病
 （火） 大木  昌（明治学院大学名誉教授）

第 2回 11/10 コロナウイルスと政治ウイルスー米中関係による影響
 （火） 朱   建栄（東洋学園大学教授）    

第 3回 11/17 「障害」はどこから生まれるか
 （火） 田中  悠輝（ドキュメンタリー 映画監督・国際学部卒業生） 

第 4回 11/24 命の輝きー小説『あん』でハンセン病回復者の人生　　
　　　  　       を描いた理由ー
　　　　　　　　助川  哲也（作家・明治学院大学国際学部教授） 

第 5回 12/1 エボラ出血熱流行：感染症流行の本当の理由は？
　　　　  （火） 仲佐   保（医師・国際保健協力市民の会共同代表）

第 6回 12/8 コロナ禍から見える途上国と日本の健康課題
 （火） 平山   恵（明治学院大学国際学部教授）

 〈司会者〉孫  占坤（明治学院大学国際学部付属研究所長）

場所：明治学院大学横浜キャンパス（7号館 2階 720教室）（予定）
16 時 45分 ～ 18 時 15分

日時：10月 27日～1２月 8日 (毎週火曜日）　（11/3除く）

目下のコロナウィルスをはじめ、エイズ、ハンセン病、ペスト、マラリアなど、人
類全体に大きな影響をもたらしてきた様々な病について、世界史、国際政治学、
開発、文学、公衆衛生など多角的に検証していきたいと思います。病が照らす差別、
排除などの社会的病理に向き合い、より寛容な社会の構築を共に考えましょう。
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＊新型コロナウィルスの感染の影響により中止する可能性があります。詳細は国際学部付属研究所HPへ




